
資産形成度・・・将来世代に残る資産はどれくらいあるのかを知ることができる

世代間公平性・・・将来世代と現世代との負担比率は適切かどうかを知ることができる

持続可能性（健全性）・・・財政運営に持続可能性があるかを知ることができる

効率性・・・町の行政サービスが効率的に提供されているかどうかを知ることができる

一般会計等財務指標の推移（平成29年～令和元年度決算）

弾力性・・・資産形成等を行う余裕はどのくらい
      あるかを知ることができる

自律性・・・町の歳入はどのくらい税収等で
      賄われているかを知ることができる
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